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平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
都
城
市
が
持
つ
「
３

つ
の
宝
」
を
よ
り
一
層
輝
か
す
た
め
の
事
業

や
都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
外
的
に
Ｐ

Ｒ
す
る
事
業
、
人
口
減
少
防
止
対
策
、
新
市

誕
生
10
周
年
記
念
事
業
を
推
し
進
め
る
と
と

も
に
、新
た
に
〝
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞

総
合
戦
略
な
ど
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
。

「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ

ィ
」
の
確
立
と
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス

マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ 

財
政
課 

☎
23-

２
１
１
３

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城

平
成
28
年
度

　

市
で
は
「
南
九
州
の
拠
点
都
市
＝

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
の
確
立
と

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ
イ
ル
シ

テ
ィ
都
城
」
の
実
現
を
目
指
し
た
予
算

を
編
成
。
国
・
県
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
本
市
が
持
つ
「
３
つ
の
宝
」

を
よ
り
一
層
輝
か
す
事
業
や
人
口
減
少

防
止
対
策
な
ど
に
加
え
、〝
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
〞
総
合
戦
略
に
重
点
的
に

予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
市
の
負
担
の
低
い
地
方
債

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
実
質
的

な
返
済
額
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
７
９
０
億
９
、０
０
０
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
39
億
７
、０
０
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
て
の
会
計
予
算
総
額
は

１
、３
１
２
億
７
、３
５
７
万
円
で
、

44
億
４
、３
９
５
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
み

額
は
、
合
併
直
前
の
平
成
17
年
度
末

に
比
べ
て
２
０
２
億
円
減
少
し
、
１
、

１
１
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
の
負
担
割
合
の
低
い
市
債
へ
の
シ
フ

ト
を
行
う
こ
と
で
、
着
実
に
財
政
健
全

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の

基
本
的
な
考
え
方

平
成
28
年
度
当
初
予
算
の
概
要

平成28年度当初予算の
基本的な考え方

 平成25年度

●都城市が持つ「３つの宝」を、より一層輝かす！

〝都城市〟をこれまで以上に対外的にＰＲ！

①農林畜産業
②地の利
③次世代を担う子どもたち

 平成26年度

 平成27年度

 平成28年度

●マニフェストを踏まえた予算配分と
　財政健全化の両立！
●国・県とのさらなる連携強化！

●人口減少防止対策
● 新都城市誕生10周年記念事業（27～28年度）

〇〝南九州の拠点都市＝リーディングシティ〟の確立！
〇〝笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城〟の実現！

〝まち・ひと・しごと創生〟総合戦略

平成28年度当初予算の姿
～スマイルシティ都城・創生予算～

主な特徴

〇マニフェストを踏まえた予算配分

市債の実質的な返済額の低減！

〇財政健全化を引き続き堅持

●一般会計：790.9億円（前年度比5.3％増）

●市債残高の純減（既発行債の繰上償還）

○都城市が持つ「３つの宝」を、より一層輝かす！
○“都城市”をこれまで以上に対外的にＰＲ！
○人口減少防止対策
○新都城市誕生10周年記念事業
○“まち・ひと・しごと創生”総合戦略
※特別会計：485億円（同1.5％増）、企業会計：36.8億円（同▲5.6％）、
　全会計：1,312.7億円（同3.5％増）

平成17年度末：1,321億円→平成28年度末：1,119億円（▲202億円）

●本市負担の低い市債（臨財債・合特債）へのシフト
平成17年度末：８％→平成28年度末：49％（（臨財債＋合特債）／市債残高）
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地方交付税
180億4,892万円
（22.7％）

一般会計歳入歳出総額　790億9,000万円

市税
181億4,360万円
（22.9％）

国県支出金
196億9,737万円
（24.9％）

市債
62億7,386万円
（7.9％）

その他
169億2,625万円
（21.6％）

歳 入歳 入
790790億9,0009,000万円

歳 出歳 出
790790億9,0009,000万円

扶助費
206億9,738万円
（26.2％）

人件費
112億189万円
（14.2％）

普通建設事業費
100億8,584万円
（12.7％）

公債費
91億3,977万円
（11.6％）

その他
279億6,512万円
（35.3％）

（対前年度比 5.3％増）

※（　　）内は構成比

※（　　）内は構成比

●地方交付税…国税の一定割合を交付する基準により国が交付する税
●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金

●扶助費…生活保護や児童・高齢者福祉事業などに要する経費
●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費

用語の説明

●衛生費…保健衛生や清掃業務など生活環境の維持改善に必要な経費
●農林水産費…農林畜産業の振興や農道整備などの経費

用語の説明

歳出総額歳出総額
790790

前年度より前年度より
億9,0009,000万円

3939
5.35.3
億7,0007,000万円

％増

民生費
318億7,310万円
（40.2％）

総務費
98億1,201万円
（12.4％）

公債費
91億3,977万円
（11.6％）

土木費
68億5,439万円
（8.7％）

商工費
49億7,929万円
（6.3％）

教育費
46億6,673万円
（5.9％）

衛生費
44億9,010万円
（5.7％）

農林水産業費
35億7,823万円
（4.5％）

その他
36億9,638万円
（4.7％）

民生費
安定した社会生活を保障
するために必要な経費
・保育所の運営や委託などの
　事業
・障がい者福祉サービスの給
　付事業

総務費
庁舎管理や電算処理など
に要する経費
・総合文化ホール駐車場整備
　事業
・社会保障・税番号制度シス
　テム整備事業

商工費
商業や工業の振興に要す
る経費で、観光や企業立
地などの経費

・まちなか活性化プラン事業
・スポーツランド都城推進事業

土木費
社会基盤の整備や維持管
理に要する経費
・道路の舗装やガードレール
　設置などの経費
・鷹尾都原線整備事業

教育費
校舎の建設や維持管理、
図書館などの教育施設の
運営に必要な経費

・東小学校建設事業
・大島畠田遺跡整備事業

公債費
公共施設の整備をするた
めに借りた地方債を返済
するための経費

平成28年度当初予算

予算の内訳

平成28年度　当初予算

歳出の目的別分類の状況（一般会計）
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　新規の借入金は、市の負担割合の低
い地方債を活用することで、市の実質
的な借金を減らしています。

●臨時財政対策債
　普通交付税の交付額を減らす代わ
りに、市が発行できる地方債。借入金
の元金と利子は国の普通交付税で
100％措置されます。　

　自治体の財政の健全度を示す財政健全化
４指標。平成25年度、26年度決算では、このうち
実質赤字額と連結実質赤字額、将来負担額は
生じませんでした。
　平成26年度の実質公債費比率は、平成25年
度決算と比較して改善していて、国の示す判断
基準を大幅にクリアしています。
　市では、今後も引き続き財政健全化に努めます。

●実質公債費比率
　市の自由になる歳入のうち、全会計の借入金の返済に充てた割合。この指標が25％を超えると、新たな借り入れは国の許
可が必要になります。

●将来負担比率
　家計に例えると、給与収入の何年分の借入金があるのかを表した指標。350％を超えると国からの指導があります。

●合併特例債
　合併後15年間発行できる地方債
で、借入金の元金と利子は、国の普通
交付税で70％措置されます。

負担割合の低い市債を活用！
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（億円）
市債残高の純減！（▲202億円）

残高の
8％

残高の
25％

残高の
49％

合特債 その他

都城市の家計簿
～予算を月額20万円の家計簿に置き換えた場合～

市債残高の推移

本市の財政健全度
本市の財政健全化４指標の数値

項　目 金額（円） 割合（％）
教育費、医療費（扶助費） 52,339 26.2％
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 38,423 19.2％
光熱水費、日用品など（物件費） 30,558 15.2％
食費（人件費） 28,327 14.2％
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 27,062 13.5％
住宅ローン返済（公債費） 23,112 11.6％
預貯金（積立金） 179 0.1％

合　計 200,000 100％

項　目 金額（円） 割合（％）

給料（市税など） 70,538 35.3％

パート収入（国県支出金） 49,810 24.9％

父母からの仕送り（地方交付税） 45,442 22.7％

預金の取り崩し（基金繰入金） 18,345 9.2％

ローンの借り入れ（市債） 15,865 7.9％

合　計 200,000 100％

収　入 支　出

H25 H26 早期健全化
基準

財政再生
基準

財
政
健
全
化
４
指
標

実質赤字比率 - - 11.41％以上 20.0％以上

連結実質赤字比率 - - 16.41％以上 30.0％以上

実質公債費比率 6.60% 6.40% 25.0％以上 35.0％以上

将来負担比率 - - 350.0％以上 -

平成28年度当初予算
本市の財政状況
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本
市
が
持
つ
３
つ
の
宝
「
農
林
畜
産
業
」

「
地
の
利
」「
人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た

ち
」
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
る
た
め
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

組
み
組
み
組
み
組
みみ
まま
す
ま
す
ま
す

※
ふ
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

　

事
業
で
す

を
よ
り
一
層
輝
か
す

●
６
次
産
業
化
推
進
事
業

 【
予
算
額
：
５
、４
３
４
万
円
】

●
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額
：
７
、７
０
１
万
円
】

●
海
外
販
路
開
拓
支
援
事
業

【
予
算
額
：
２
３
８
万
円
】

●
農
業
後
継
者
等
支
援
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、１
４
０
万
円
】

　

本
市
の
農
林
畜
産
業
を
維
持
し
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、

就
農
直
後
の
農

業
後
継
者
や
新

規
就
農
者
を
一

定
期
間
支
援
し

ま
す
。

●
都
城
志
布
志
道
路
整
備
関
連
事
業

【
予
算
額
：
７
２
６
万
円
】

●
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
事
業

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
１
、０
３
０
万
円
】

◎ 

山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用
促
進
事
業

【
予
算
額
：
１
、３
３
３
万
円
】

　

本
年
度
開
通
予
定
の
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
。
関
連
道
路
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
設
置
費

を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
開
通
記
念
式

典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
基
幹
道
路
等
の
整
備

◎
街ま

ち

区く

三
股
線
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
３
、０
９
５
万
円
】

◎
鷹
尾
上
長
飯
通
線
整
備
事
業

　
【
予
算
額
：
２
億
５
、０
２
７
万
円
】

◎
甲
斐
元
通
線（
歌
舞
伎
橋
）整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
８
、０
７
０
万
円
】

◎
鷹
尾
都
原
線
整
備
事
業

【
予
算
額
：
２
億
5
、０
０
０
万
円
】

●
後
方
支
援
拠
点
都
市
推
進
事
業

【
予
算
額
：
３
７
３
万
円
】

●
災
害
時
拠
点
強
靭
化
緊
急
促
進
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、４
７
５
万
円
】

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
発
生
時
に
、
後
方
支
援
都
市
と
し
て
、

負
傷
者
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
食
料
や

医
薬
品
な
ど
を
備
蓄
す
る
倉
庫
を
、
市

郡
医
師
会
病
院
に
整
備
し
ま
す
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額
：
４
、４
２
９
万
円
】

●
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額
：
１
、４
５
２
万
円
】

●
子
ど
も
読
書
推
進
事
業

◎
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
２
０
万
円
】

◎「
絵
本　

都
城
の
歴
史
」
作
成
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
６
７
万
円
】

◎
電
子
絵
本
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
【
予
算
額
：
３
５
０
万
円
】

　

４
カ
月
健
康
相
談
時
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
本
市
の
歴
史
や
偉
人

を
紹
介
し
た
絵
本
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
製
作
し
ま
す
。

●
中
学
生
海
外
交
流
事
業

ふ
【
予
算
額
：
６
０
２
万
円
】

　

中
学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
学

校
に
派
遣
し
、
語
学
力
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
国
際
感
覚
に
優
れ
た
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

●
大
島
畠
田
遺
跡
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
５
、４
０
９
万
円
】

　

国
内
で
は
２
カ
所
の
み
残
る
、
平
安
時

代
前
期
の
地
方
有
力
者
の
居
宅
で
あ
る

国
指
定
史
跡
を
、
公
園
と
し
て
保
存
整

備
。
歴
史
に
触
れ
る
学
習
の
場
と
、
自

然
に
親
し
む
憩
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

● 

た
ち
ば
な
天
文
台 

開
館
25
周
年
記
念
事
業　
　
　
　

【
予
算
額
：
２
４
０
万
円
】

　

開
館
25
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別
企

画
展
や
国
立
天
文
台
関
係
者
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会 

出
品
対
策
事
業　
　
　
　

　
【
予
算
額
：
５
６
６
万
円
】

　

平
成
32
年
に

本
市
で
開
催
さ
れ

る
第
15
回
全
日

本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
で
、上
位

入
賞
を
目
指
す

酪
農
家
を
支
援
。

人
工
授
精
に
か
か

る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

「
農
林
畜
産
業
」の
振
興

「
地
の
利
」の
活
用

「
人
間
力
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
」の
育
成

平成28年度当初予算

「３つの宝」をより一層輝かす
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昨
年
度
は
、
日
本
一
に
な
っ
た
都
城
市
ふ

る
さ
と
納
税
推
進
事
業
や
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

機
体
活
用
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
車
両
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置

な
ど
を
実
施
し
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
し

て
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
進
め
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

昨
年
昨
年
度
は
度
はは
、
日
、
日
本
一
本
一
本
一
に
な
に
な
っ
た
っ
た
都
城
都
城
都
城
市
ふ
市
ふ
市

都都都都都都都都
城城城城城
市市
ををををを
ここ
れれれれれ
まままま
ででで
以以以以以
上
に

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 【
予
算
額
：
28
億
６
、８
９
４
万
円
】

　

平
成
27
年
の
寄
付
総
額
が
日
本
一
に

な
っ
た
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
や
、
お
礼
の
特
産

品
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
向
け
の
催
し
や
都
市
部
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
合
宿
誘
致
推
進
対
策

【
予
算
額
：
２
、５
１
０
万
円
】

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン

プ
受
け
入
れ
や
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
補
助
制
度

を
活
用
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
団
体
の
合

宿
誘
致
を
推
進
。

市
外
か
ら
の
誘

客
や
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

● 「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
推
進
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、５
１
５
万
円
】

　

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
を
活
用
し
た

「
空
恋
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
車
両
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

首
都
圏
で
の
看
板
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
を
活
用
し
て
「
肉
と
焼
酎
の

ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

●
み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
連
携
店
事
業

 【
予
算
額
：
４
０
７
万
円
】

　

大
都
市
圏
に
あ
る
本
市
ゆ
か
り
の
店

舗
な
ど
と
連
携
し
、店
舗
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
や

特
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●
同
郷
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
予
算
額
：
28
万
円
】

　

県
外
の
同
郷
人
会
と
の
連
携
を
強

化
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

本
市
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

●
ラ
ブ
レ
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

都
城
編

　
　
　
　
　
【
予
算
額
：
７
３
２
万
円
】

　

市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
の
制
作
者
で
あ
る
書
家
・

紫
舟
さ
ん
に
よ
る
、
書
の
体
験
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

● 

山
田
・
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
事
業

【
予
算
額
：
２
０
７
万
円
】

　

山
田
町
と
高
崎
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が
共
同
で
、
初
め
て
全
国
大
会
を
開

催
。
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
、

健
康
増
進
に
も
効
果
の
高
い
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

● 

重
文
指
定
・
公
開
承
認
施
設
認
定 

記
念
展
開
催
事
業

【
予
算
額
：
８
８
９
万
円
】

　

都
城
島
津
邸
の
公
開
承
認
施
設
の
認

定
と
、
所
蔵
す
る
「
琉
球
国
王
宛
朝
鮮

国
王
国
書
」
が
国
の
重
要
文
化
財
指
定

を
受
け
た
こ
と
を
記
念
し
、
著
名
な
国

宝
「
島
津
家
文
書
」
や
重
要
文
化
財
な

ど
を
展
示
し
、市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

平成28年度当初予算

対外的にＰＲするための事業

産。店には宮崎出身者だけではなく、地元
の宮崎好きな人やチキン南蛮が大好物の人、
宮崎出身のアイドルのファンなども訪れます。
ふるさとの都城をもっと知ってもらいたいと
いう思いからPR連携店になりました。メー
ンメニューに都城産の牛、豚、鶏を使用し
たり、店内にポスターを貼ったり、常時み
やこんじょ弁で接客するなどしています。
連携店になってから、｢都城ってどこ？｣ と
話題になって話が弾んだり、都城に行った
ことのある人が、感想を自慢げに話したり
しています。今後も、都城産の肉や野菜を
使ったり、都城の話を積極的にしたりして、
ファンを増やしていきたいです。都城市民
の皆さんも、福岡に来た際は、本場のみや
こんじょ弁を語りに、遊びに来てください！

　福岡で、宮崎の郷土料
理などを提供しています。
料理は全て手作りで、食
材や焼酎もできるだけ宮崎

株式会社　プーラビーダ

代表取締役 益留 誠さん

みやこんじょPR連携店
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若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
整
備
や
、
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
元
気

に
生
活
で
き
る
健
康
づ
く
り
、
ま
た
、
移

住
者
の
定
住
化
な
ど
人
口
減
少
防
止
対
策

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

合
併
か
ら
10
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
飛
躍

に
向
け
た
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
進
め
ま
す
。

平成28年度当初予算

人口減少防止対策事業／新都城市誕生10周年記念事業／中心市街地の活性化

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
等

ふ
【
予
算
額
：
３
億
７
、８
０
６
万
円
】

　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
祝
吉
、

五
十
市
、
明
和
、

沖
水
、
志
和
池

小
学
校
区
内
に

新
た
に
設
置
し
、

子
育
て
家
庭
を

さ
ら
に
支
援
し

ま
す
。

●
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

ふ
【
予
算
額
：
３
、２
９
５
万
円
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
上
長
飯
町

と
高
崎
町
に
新
設
し
、
子
育
て
世
帯
の

支
援
を
充
実
。
親
子
の
交
流
の
場
の
提

供
や
相
談
・
援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
子
育
て
応
援
総
合
サ
イ
ト
開
設
事
業

【
予
算
額
：
４
８
１
万
円
】

　

子
育
て
全
般
を
支
援
す
る
「
子
育
て

応
援
総
合
サ
イ
ト
」
を
開
設
。
目
的
や

年
齢
、
対
象
者
別
に
情
報
を
掲
載
す
る

ほ
か
、
施
設
情
報
や
地
域
の
子
育
て
支

援
団
体
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

健
康
増
進
対
策
事
業

●
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

ふ
【
予
算
額
：
９
３
３
万
円
】

　

高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
が

原
因
の
寝
た
き
り
や
、
閉
じ
こ
も
り
な

ど
に
効
果
的
な
、
こ

け
な
い
か
ら
だ
づ
く

り
講
座
を
推
進
。
会

場
を
市
内
約
１
７
０

カ
所
に
増
や
し
、
高

齢
者
の
健
康
増
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
さ
あ
、
歩
い
て
み
よ
う
♪

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業

【
予
算
額
：
49
万
円
】

　

昨
年
度
作
成
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
健
康
増
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

移
住
・
定
住
推
進
事
業

●
住
宅
取
得
資
金
利
子
補
給

【
予
算
額
：
５
０
０
万
円
】

　

新
婚
・
子
育
て
世
帯
が
、
中
山
間
地

域
な
ど
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
土
地
建

物
を
購
入
し
た
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
利
子

の
一
部
を
補
給
し
、移
住
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

【
予
算
額
：
１
、６
４
６
万
円
】

　

地
域
活
性
化
や
移
住
・
定
住
、
婚
活

支
援
な
ど
に
取
り
組
む
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
を
増
員
。
移
住
施
策
を
推
進

し
、
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
都
城
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

●
大
相
撲
都
城
場
所
開
催
支
援
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、２
０
６
万
円
】

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く
国
民
に

愛
さ
れ
る
大
相
撲
。

13
年
ぶ
り
に
、
大
相

撲
地
方
巡
業
を
本
市

で
開
催
し
ま
す
。

日
程　

12
月（
予
定
）

場
所　

早
水
公
園
体

　
　
　

育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
み
や
こ
ん
じ
ょ
花
火
大
会
開
催
費
補
助

【
予
算
額
：
８
０
０
万
円
】

　

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
焼
肉
カ
ー

ニ
バ
ル
と
連
携
し
、
九
州
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
花
火
大
会
を
実
施
。「
肉
と
焼
酎
の

ふ
る
さ
と
・
都
城
」
を
さ
ら
に
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
客
の

獲
得
を
図
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
都
城
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

【
予
算
額
：
55
万
円
】

　

本
市
が
持
つ
す
ば
ら
し
い
文
化
や
風

景
な
ど
の
地
域
資
源
を
再
発
見
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
郷
土
を
誇

り
に
思
う
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

●
中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

【
予
算
額
：
23
億
８
、４
８
１
万
円
】

　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
図
書
館

や
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
セ
ン
タ
ー
、
全
天
候
型
多
目
的
広

場
な
ど
の
建
設
整
備
に
着
手
。
整
備
を

進
め
な
が
ら
、
新
た
な
都
市
機
能
を
ま

ち
な
か
に
誘
導
・
創
出
し
、
中
心
市
街

地
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、５
１
９
万
円
】

　

昨
年
度
実
施
し
た
商
店
街
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
高
校
生
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い

を
創
出
す
る
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
活
動
す
る
市
民
団
体
な
ど
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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〝
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞
●
都
城
広
域
移
住
・
定
住
促
進

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

【
予
算
額
：
３
、０
７
０
万
円
】

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
重
要
な
雇
用

の
場
の
確
保
に
向
け
て
、
都
城
広
域
定

住
自
立
圏
を
構
成
す
る
都
城
市
・
曽
於

市
・
志
布
志
市
・
三
股
町
の
３
市
１
町

が
一
体
と
な
っ
て
、
地
元
企
業
や
高
校

な
ど
と
連
携
を
強
化
。
移
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
若
年
層
の
転
出
抑
制
や
離
職
率
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

●
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

　
し
ご
と
創
生
事
業

【
予
算
額
：
３
、０
８
４
万
円
】

　

新
た
な
地
域
経
済
の
担
い
手
と
な
る

起
業
家
を
育
成
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
促
進
。
ま
た
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
就
業
・
創
業
の
機
会

を
創
出
し
、
社
会
で
活
躍
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
焼
酎
産
業
成
長
加
速
化
事
業

【
予
算
額
：
１
、８
３
８
万
円
】

　

県
や
県
内
の
市
町
村
、
県
酒
造
組

合
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
団
体
と
連

携
し
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
消
費
拡

大
や
女
性
な
ど
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
、
Ｐ
Ｒ
連
携
店
で
の
試
食
会
な
ど
を

開
催
。
Ｐ
Ｒ
や
消
費
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
他
、
限
定
焼
酎
開
発
や
体

験
ツ
ア
ー
商
品
造
成
な
ど
の
事
業
を
実

施
し
、
付
加
価
値
を
高
め
ま
す
。

●
宮
崎
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業

【
予
算
額
：
３
１
５
万
円
】

　

台
湾
の
旅
行
会
社
を
対
象
に
、
観
光

地
な
ど
の
視
察
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

ブ
ー
ス
設
置
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
活
用

し
た
企
画
な
ど
を
県
と
連
携
し
て
取
り

組
み
、
本
市
へ
の
訪
日
外
国
人
の
増
加

に
つ
な
げ
ま
す
。

●
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業

【
予
算
額
：
１
、０
５
０
万
円
】

　

ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
伴
う
、
海
外
か

ら
の
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
に
、
都
城

市
・
宮
崎
市
・
日
南
市
・
串
間
市
・
小

林
市
・
え
び
の
市
・
三
股
町
・
高
原
町
・

国
富
町
・
綾
町
の
６
市
４
町
で
構
成
す

る
、
県
南
部
広
域
観
光
協
議
会
が
連
携

し
て
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

【
予
算
額
：
１
、１
４
０
万
円
】

　

独
身
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
市
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
団
体
が
実
施
す
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平成28年度当初予算

〝まち・ひと・しごと創生〟総合戦略

今
年
度
は
、地
方
創
生
に
向
け
た
〝
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
〞
総
合
戦
略
に
重
点

を
置
き
、
雇
用
創
出
に
よ
る
移
住
・
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
少
子

化
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

※
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
平
成
27
年
度

　

３
月
補
正
予
算
と
し
て
措
置
し
た
事
業

　東日本大震災当時、神奈川県横須賀市に住んでい
ましたが、食べ物への不安から移住を考えました。
知り合いもなく不安がありましたが、３年前に県内
に移住し家族で農業を学びながら生活していました。
　今回、都城市への移住を決めたのは、これまで以
上に農業に力を入れて、農家民泊などで農業の素晴
らしさを伝え、また、安全で安心な作物を育てなが
ら料理を提供したいという思いからです。移住・定
住サポーターの協力で、理想的な場所を探すことが
できました。移住したことで、新たなふるさとができ、
これからさまざまなことに取り組みながら自然と共
存し、都城での生活を楽しみたいです。

左から左から

小野裕之さん、玄
げん

元
げん

さん、眞理子さん

移住者の声インタビュー
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平成28年度当初予算

地域活性化事業／ふるさと納税を活用した事業

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

ふ
【
予
算
額
：
２
、６
７
４
万
円
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や

証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
整
備
。
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

開
始
時
期　

平
成
29
年
４
月
（
予
定
）

投
票
率
向
上
対
策
事
業

ふ
【
予
算
額
：
１
、０
９
３
万
円
】

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
と
南
九
州

大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
新
た
に

期
日
前
投
票
所
を
設
置
。
有
権
者
の
利

便
性
を
図
る
こ
と
で
、
投
票
率
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

●
山
之
口
地
区
【
予
算
額
：
１
、９
０
８
万
円
】

地
域
活
性
化
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
事
業

　

山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
、
郷

土
の
伝
統
芸
能
・
文
化
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
仕
掛
け
時
計
や
観
光
案
内
板
を
設

置
。郷
土
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

●
高
城
地
区　
　
【
予
算
額
：
50
万
円
】

安
否
確
認
用
ポ
ス
ト
作
成
事
業

　

四
家
・
有
水
地
区
に
住
ん
で
い
る
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
廃
材

を
活
用
し
た
ポ
ス
ト
を
設
置
。
安
否
確

認
に
活
用
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
高

齢
者
を
見
守
り
ま
す
。

●
山
田
地
区
【
予
算
額
：
１
３
５
万
円
】

山
田
の
偉
人
伝
承
事
業

　

明
治
35
年
、
農
民
救
済
の
た
め
に
山

田
村
谷
頭
（
現
在
の
山
田
町
）
に
赴
い

た
石
川
理り

紀き

之の

助す
け

た
ち
の
功
績
を
、
創

作
劇
で
市
民
に
発
信
。
地
域
活
性
化
と

将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
高
崎
地
区　
　
【
予
算
額
：
40
万
円
】

高
崎
地
区
縁
結
び
促
進
事
業

　

独
身
者
を
結
び
つ
け
る
結
婚
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
任
命
し
、
そ
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
の
出
会
い
の

場
を
提
供
。
人
口
減
少
対
策
や
地
域
活

性
化
の
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

都
城
運
動
公
園
整
備
事
業
（
野
球
場
）

ふ
【
予
算
額
：
２
、４
２
４
万
円
】

　

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
改
修
工
事
を
実
施
。

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
や
大
学
な
ど
の

合
宿
誘
致
に

つ
な
げ
る
こ

と
で
、
経
済

効
果
の
波
及

を
図
り
ま
す
。

 

長
寿
支
援

●
健
康
増
進
施
設
利
用
助
成
事
業

【
予
算
額
：
８
、０
０
７
万
円
】

　

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券
の
対
象

施
設
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
追
加
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
推
進
し
ま
す
。

 

災
害
対
策
支
援

●
北
消
防
署
移
転
建
設
事
業

【
予
算
額
：
10
億
３
、３
２
７
万
円
】

　

都
城
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
移
転
整
備
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

後
方
支
援
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

 

人
口
減
少
対
策
支
援

●
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

【
予
算
額
：
５
４
６
万
円
】

　

一
般
不
妊
治
療
で
行
わ
れ
る
人
工
授

精
に
掛
か
る
費
用
を
一
部
助
成
し
、
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

 

そ
の
他
の
事
業
支
援

●
市
民
協
働
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
事
業

【
予
算
額
：
５
７
０
万
円
】

　

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
協

働
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
。
高

齢
者
な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

 

子
ど
も
支
援

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

【
予
算
額
：
６
１
０
万
円
】

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

利
用
料
の
一
部
を
助
成
。
子
育
て
家
庭

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室
」

【
予
算
額
：
56
万
円
】

　

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
、ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
伝
え
る
「
夢

の
教
室
」
を
初
開
催
。
児
童
生
徒
の
健

全
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

 

環
境
支
援

●
母
智
丘
公
園
桜
再
生
事
業

【
予
算
額
：
２
３
１
万
円
】

　
「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」
に

選
ば
れ
た
母
智
丘
公
園
の
桜
並
木
を
再

生
。
桜
の
名
所
と
し
て
、
さ
ら
な
る
Ｐ

Ｒ
を
推
進
し
ま
す
。

 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
支
援

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
駐
車
場
整
備
事
業

【
予
算
額
：
１
億
４
、５
９
０
万
円
】

　

新
た
に
約
80
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
。


